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１．はじめに

　道路のような帯状盛土を軟弱地盤上に施工した場合，側方地盤の変形が発生するとともに２次元的な排水

により１次元圧密に比べて沈下の速い圧密挙動が観測される．今回高有機質土地盤上の仮設道路施工時の動

態観測により間隙水圧および地盤変形に関するデータを得た．そこで，過剰間隙水圧の消散，圧密沈下，盛

土近傍地盤の変形に着目し，実測値と圧密変形解析との対比により考察を行った．

２．解析条件

計測概要および地盤特性については後掲の参考文献 1）の通りである．圧密変形解析は２次元線形弾性モ

デルにて行い，図－１に示す断面にて解析した．なお，同図中に間隙水圧計，層別沈下計，地中傾斜計，沈

下板ならびに変位杭の設置位置を示している．

　また，体積圧縮係数，圧密係数ならびにポアソン比は，室内試験結果より設定した．なお，当地盤を対象

に別途実施した水平方向排水圧密試験により，水平方向の透水性が鉛直方向に対して 5～10 倍程度であるこ

とを確認しており２），今回の解析においても水平方向の圧密係数を３種類に設定した．

　さらに，沈下が進むにつれて地下水位以下の盛土に作用する浮力の影響を考慮して，盛土の密度を気中状

態（解析値Ａ）と水中状態（解析値Ｂ）の２種類とした．

３．解析結果ならびに実測値との対比

（１）過剰間隙水圧の消散状況

　高有機質土層における過剰間隙水圧の消散状況の一例を図－２に示すが，実測値は盛土直後から急激に消

散しており，やがて徐々に低下しているのがわかる．なお，この傾向は他の深度についても同様であった．

　また，解析値（盛土：気中重量）についても概ね実測値に近い経時変化を示しているが，水平方向圧密係

数の違いにより差が生じた．すなわち，透水の異方性を考慮した方が過剰間隙水圧の消散は速くなり，ｃｈ

図－１　解析モデル
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＝5～10･ｃｖのケースが実測値に良好

に対応しており，前述の水平方向排水

圧密試験結果とも一致している．これ

より，実際の地盤についても透水の異

方性を有しているものと考えられる．

（２）沈下量の経時変化

　図－３は，道路中央部の地表面沈下

に関する実測値と解析値（ｃｈ＝10･ｃ

ｖ）の経時変化を示したものであり，

初期沈下量に差が見られるがそれ以降

の沈下勾配はほぼ一致している．

　実測値は解析値Ａ（気中重量）と解析値

Ｂ（水中重量）との間に位置するが，これ

は実際には盛土重量が気中から水中へ移行

していくことによる．また，解析値Ｂの方

が実測値に近いのは，時間が経過するほど

圧密沈下量は水中重量が支配的となるため

と考えられる．さらに，実測値と解析値Ｂ

との差は長期になるほど大きくなるが，こ

れは解析で２次圧密を考慮していないため

であろう．

（３）盛土近傍地盤の側方変形

　図－４は，地中傾斜計，変位杭にて得られ

た実測値と解析値とを２次盛土以後について

示したものである．沈下量に比べ側方変形量

については解析値と実測値との差が大きいが，

全体としての変形形状については両者は一致

している．また，時間の経過に伴い，地表面

隆起および地中水平変位が盛土の沈下につれ

て引き寄せられていく傾向は解析においても

再現することができている．

４．まとめ

　過剰間隙水圧の消散状況の実測値と解析値

との比較より，実際の地盤についても透水の

異方性を有している可能性が高いことがわか

った．また，線形弾性モデルを用いても今回

の地盤挙動をある程度再現することが可能で

ある．
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図－２　過剰間隙水圧の消散状況

図－３　沈下量の経時変化（道路中央部地表面沈下）

図－４　盛土近傍地盤の側方変形
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解析値Ａ ： 盛土気中重量， ｃh＝10･ｃv

解析値B ： 盛土水中重量， ｃh＝10･ｃv
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